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ア トピ ー
性皮膚炎に対する補 陰薬 （玄参 、 地

黄等）の 効果
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　【目的】　 難治性 ア トピー性皮膚炎 （以下 AD ）患者で、中医学的に著明な陰虚 （体内の 正

常 な水液の 不足が あ り、顔 面紅 潮 、手掌、足底 の ほ て り感 、 口 渇、盗汗、い ら つ き、不

眠、多夢等 の 症状 があ る ）の 症状 は少 な い が 、 主要処方 （加味逍遥散加減 、 柴苓湯合茵陳

蒿湯加減、消風散加 減等）の み で は効呆が不 確実な時に 、 補陰薬 （玄参、地黄、土別甲、

麦門冬等）を補足する こ とに よ る効果をみた 。

　【対象】　 20 才
一26 才男性 4例 。 い ずれ も医師か らAD と診断され て い る 。

一例 は生下

時か らの AD 。 ほかは 3年以上 の AD 歴がある 。

　【方法】　 各々 の 症状 に したが っ て 加味逍遥散加 減、柴苓湯合茵陳蒿湯加減、消風散加減

等 を主要処 方と して服川 し効来を見たあと、補陰薬の補足効呆をみ た。

【結果 】　 全症例 とも主要処方 の み で は 11寺折悪化が見 られ 、 服用前に 比 べ る と改善 されて

い るが 、効果が不完全であ っ た 。 そこ へ 補陰薬を補足 させ る と著効 を得た。

【考察 】　 機序 に つ い て 考察す る と、ほ ぼ 全例 が 中医学的に は 湿 （湿 疹、掻爬 する と水

疱 、 び らん 、滲出液が生 じる ）、熱 （温 まる と痒 い
、 患部が赤 い ）を有 して い る

。 した

が っ て 清熱除湿作用 の あ る加味海遥散加減、劣旨苓湯 加減等が 一
定の 効呆を示 したもの と推

察 され る 。 しか しこ れ らだ け で は 治療 は 不完全 で あ る こ と か ら、中医理論 に久病必虚 とあ

る よ うに、AD で は 長 い 罹病期間 の 問 に 身体が疲弊 し陰虚 とな るこ とがあ る の だろ う。 そ の

ため補陰薬補足に よ りい っ そう改善された と考 えられる。 ただしAD の場合は湿熱 と陰虚が

併存 す る こ とが多 い 。 また 補 陰薬は 多量 投与 で 除湿 の 妨害 をする か ら、まず湿熱 をある程

度除い て か ら補陰薬 を補足する 方が有効性 が期待 され る 。 今後、補陰薬の効果 につ い て さ

らなる検討 を加えたい
。

【結論1　 難治性ア トピーに、補陰薬補足 で 有効例が あっ た 。
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